
1. 国（地域）名︓ドイツ

留 学 先

3. プログラム（コース）名︓メディア学部アニメーション＆ゲーム学科

留学期間

帰国⽇

留学開始時の本学
の在籍⾝分

留学費⽤

語学⼒

語学⼒（つづき）

1. どのような準備をしましたか。
ドイツ語の勉強資料を探してまとめた。

2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称︓（　　　　TOEIC L&R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
スコア︓　（　　　　　925　　　　　　　　　　）点
3. 現地⽣活を開始した当初についてお尋ねします。
①⽇常⽣活の⾯で外国語能⼒は⼗分でしたか。
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②⽇常⽣活でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（ 　1.5 ）ヵ⽉ぐらい
4. 現地での⼤学の授業を受け始めたとき、外国語能⼒は⼗分でしたか。
4-1. ①授業を聞いて理解したり、発⾔やプレゼンテーションする場⾯︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②授業でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（0.1 ）ヵ⽉ぐらい
4-2. ①授業の準備で⽂章を読んだり、レポートを書く場合︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②おおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　（ 　0　 ）ヵ⽉ぐらい

2. 機   関   名︓ダルムシュタット科学技術⼤学

　　　2022年    　　 9 ⽉　　〜      　2023年       2⽉   （合計   　6　     か⽉間）

　　　2023年      　3 ⽉       1 ⽇

■学部/　（ 芸術情報設計                     ）学科  （　　4　　　　） 年
□学府/
　　□修⼠課程　　　 （　　　　　　　　　　　）専　　　　　　　　　　　　　）コース（　　）年
　　□博⼠後期課程 （　　　　　　　　　　　）専攻（　　　　　　　　　　　　　　）コース（　　）年

1. 留学にかかった総費⽤︓約（      　93万　　　　      ） 円
2. 留学費⽤を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受⼊機関　　■九⼤　　□JASSO　　□奨学財団　　　■私費
　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学⾦等の名称︓
（2022年度 九州⼤学基⾦⽀援助成事業「海外留学⽀援事業」学部・⼤学院共通 海外留学渡航⽀援）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⽉額︓約 （  　4.2万         ）  円
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事前⼿続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

授業内容

Animation & Game Project 5 コーチング60分 20

Game Design Fundamentals 集中講義4⽇間 5

Introduction to Game Production 3 5
Sound and Music Design for Animation and Interactive
Environment コーチング15分 5

The Environment Artist Toolbox 集中講義4⽇間 5

④試験︓
実習の授業は普段の課題が主。試験は中間、学期発表の形。理論の授業は最終課題の形。課題の要件は絶
対ではなかった。対⾯の筆記試験はなかった。

1. あなたが履修した科⽬の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科⽬名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

・語学⾯の習得に努⼒した点や、専⾨分野での進歩につながる点などを記述してください。
ドイツ語の勉強はせずに、その時間を英語の勉強に当てると考えたが、最終的に語学の勉強をすっかり忘れてしまっ
た。
主にゲームデザイン、ゲーム開発プロセス、ゲームサウンド、テクニカルアートについて理解が深まった。詳細は
https://blog.zeng.games/portfolio/doom-dolls/を確認。

2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてくださ
い。
①学年暦︓授業開始/終了⽇を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）  Ⅱ（　　10⽉17⽇　　-　翌年2⽉28⽇　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか︖
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス⼈数　　（　　12　　）⼈
　　気づいたこと︓8割が実習。座学でも学⽣らは随時質問する。⾃由度が⾼い。

③予習・復習について︓
予習は不可能。講義資料が出るのが遅かったから。課題が復習になっていた。

1.　ビザの申請時期は︖
               　   出発前　　       ⼊国時　           その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか︖　（　　　ドイツDタイプ MULTI 7か⽉　　　　　）

3.　ビザの申請先はどこでしたか︖
　　　　（　　　　　⼤阪・神⼾ドイツ連邦共和国総領事館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4.　ビザ取得までの所要⽇数は︖　　　　　（　　30　　　　）⽇

5.　申請に必要な書類を教えてください。
Web予約（両⾯1部）、Web版⻑期ビザ申請書（2部）、誓約書（1部）、ビザ⽤写真例（2枚）、ドイツの
⼤学・語学学校などの⼊学許可通知（原本とコピー2部）、ドイツでの滞在費を⾃弁できる経済的能⼒の証明
（原本とコピー2部）
6.　⼿続き⽅法　　　■オンライン申請　　■窓⼝申請　　　□郵送申請　　□代⾏申請
・⼿続きするにあたり注意すべき点、困ったこと等があれば教えてください。
ビザの申請で⼤阪に⾏く必要がある。

その他、済ませておきべき準備があれば記⼊してください。（現地での現⾦調達準備、携帯電話購⼊、荷物運送
など）
ドイツのAmazon Prime Studentの申し込み

留学時に関しての質問

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）

2. 到着後の履修科⽬の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような⽅法で変更・追加しましたか。
       □窓⼝　　　□電話　　 □FAX　　■インターネット　　 □郵送  　■メール
       □その他︓（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. ⼀学期あたりの履修科⽬・単位数は︓（　　5　　） 科⽬　　（　40   ） 単位
　　　　　　　（  　　　多すぎた　　　　　ちょうど良かった 　　　　　　　少なかった  ）
4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。

5. 留学先での単位認定はありましたか。（ 　　　　　　 はい   　　　　　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、認定された科⽬・単位数︓ （ 　　1　　）　科⽬（  　2　　　） 単位
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学内施設・環境等

交通事情と留意点

居住環境

（⽣活費の内訳/⽉平均）

　　　寮︓（　　　　　　） ⼈部屋（1 ⽇　　  ⾷付）、　　　　　     ホームステイ
　　　⺠間アパート　      その他（   　　    　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。
在学⽣がまとめたおすすめ賃貸リストの中で1つ選び1時間で解決した。

⽣活費（⽉額）

⽣活費計（　　93400　　　）円/⽉

住居費︓約（　　　5.5万　　　）円、　光熱⽔料︓約（　　　　0　　　　　）円
⾷  費︓約（　　2万　　）円（外⾷の⽬安は 　　3000　  円/回）
通信費︓約（　　1400 　　）円（現地および⽇本の携帯電話、インターネット)
交通費︓約（　　　0　　　　）円、

その他（具体的に　　　　保険料　　　　　　　　　　　　　　　　）︓約（　　1.7万　　　）円

学費･寮費以外に⼤学へ納⼊するもの（あれば）　（　　　　　0　　　　　）円/⽉
（徴収された費⽤の名⽬を具体的に︓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4. ⼤学内は安全でしたか。
                 　（ □九⼤より安全 　 ■九⼤と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか
なし。
・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。
なし。

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記⼊してください。
ダルムシュタットの交通機関は道路⼯事で頻繁にルートを変えており、Googleマップの情報が完全には信⽤できな
い。気づくと1時間以上余計にかかってしまう。

医療事情

1. 渡航前、海外留学⽣保険には加⼊しましたか　（  ■した  　□しなかった）
加⼊した保険名︓（　　Techniker Krankenkasse　　）

保険料︓約 （　　　　以下に含まれる　　　　） 円

2. 渡航先の医療保険には加⼊しましたか　（　■した　□しなかった　□強制加⼊）

保険料︓約 （　　　10万　　　） 円
・留学先の医療情報︓
（メディアキャンパスのディーブルクで）
COVID-19検査屋台︓https://goo.gl/maps/WpDhAsoa9HShJj6S9
クリニック︓https://goo.gl/maps/oguTmNBRCvGvGUNGA

③ 図書館   （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓10時から17時までキャンパスカードで利⽤できる。

④ 運動施設  　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓不明

⑤ 学⽣⾷堂  　（□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓お⾦をキャンパスカードにチャージして⽀払う。

⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（□利⽤しやすい 　□ 普通   □利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓不明

⑦ 学内通信環境    （□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓いつでも。学校のウェブサイトのアカウントでログインして利⽤。

1. International Office のサポート体制
       （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
具体的に︓留学⽣たちで⼀緒に街巡りに⾏くイベントなどを定期的に催してくれた。⽣活、学修で問題があったら
メール、チャットで結構早く返信してくれた。

2. 留学先⼤学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか︖）
具体的に︓メディア学部で交換留学担当の教授は対⾯では親切だったが、メールの返信は週単位待つ必要があっ
た。授業の教授とは簡単に連絡が取れて、毎週個⼈コーチングの予約も可能だった。

3．各学内施設の使いやすさについて記⼊してください。また、利⽤可能時間や具体的な利⽤⼿続き⽅法をそれ
ぞれ記⼊してください。
① ⼯房　　　（■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓不定期に⼀般公開。申請が必要。

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（□利⽤しやすい 　 ■普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓24時間キャンパスカードで⼊れる
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⽇本から持参した⽅
がよいもの（PCや変
圧器の要不要も）

お⾦の管理や受け取
りについて

通信事情

インターンシップ

その他

留学の感想

今後の進路予定

2.　留学先での⽣活全般に関することで、困った点や改善してほしかった点、またそれに対する改善案があれば、記
⼊してください。
⾷事が馴染めなかった。料理はちゃんと学んでおいたほうがいい。

　　　就職　　（　2023　年　4　⽉）から
　　　⼤学院進学
　　　　（　　　　年　　  ⽉）から　（　　　　　　　　⼤学　　　　     　　　　　　　　学府/研究科）
　　　その他　（具体的に︓　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

インターンシップに関する情報はありましたか
　　　　（　  　はい  　　  　いいえ　  　  　わからない　）
・具体的な情報があれば教えてください。
有名ゲーム会社所属の⽅が授業に来るため、インターンシップを希望できる。インターンシップは最
低半年間フルタイム勤務で無給から。

課外活動・学外交流などについて実践したことがあれば、記⼊してください。
1．InterrailでSchengenエリアの国を回った。
2．Meetupでローカルのボードゲームのグループに参加し、SPIELT 2022、Darmstadt SPIEL 2022のイベント
に参加した。
3．キャンパスが会場のGlobal Game Jamに参加した。
4．ダルムシュタット科学技術⼤学交換留学プログラムのPV撮影に参加した。
5．内部テスターとしてベンチャー発のキーボードの開発に参加した。

帰国後に関しての質問

1.   留学したことによる成果と課題を教えてください。
①成果
卒業論⽂の完成
ゲーム『Doom Dolls』︓https://blog.zeng.games/portfolio/doom-dolls/
ゲーム『Wandit』︓https://blog.zeng.games/portfolio/wandit/
ゲームステージコンセプト『「稼働し続ける」少⼥と』︓https://blog.zeng.games/portfolio/with-girls-
who-keep-on-operating/
英語でディスカッションをする環境に適応した
基本的な料理スキル

②課題
⾷事にかける時間が多すぎた
ゲームデザイナーだと名乗る⾃信が⾜りなかった
ワークロードの把握が⽢く常に緊迫していた

⼊国時に現⾦を下ろせるカード（現⾦不要）、1か⽉間旅⾏⽤SIMカード、ホテル⽤スリッパ、（世界通⽤携帯
⽤）WP-91M海外⽤2⼝変換プラグA/C/O/SE/BFタイプ電圧ランプ付き、Cタイプ変換プラグ2個、（世界通⽤
携帯⽤）SAYBOUR 電源タップ 6個⼝コンセント 3個⼝USBポート、（世界通⽤家⽤）SAYBOUR 電源タッ
プ 雷ガード 個別スイッチ 節電タップ おしゃれ省エネACコンセント 6個⼝LED、ノートPC、変圧器不要

銀⾏⼝座は開設しましたか　（　   　    はい    　　       いいえ　）
・どのような⼿続きが必要でしたか︖
オンライン本⼈確認でExpatrioとN26に申し込み紐づけた。
・その他、使い勝⼿の良い⽅法があれば教えてください。
N26はとても使いやすい。

⽇本への主な通信⼿段について (複数回答可)
　　■E-メール  □電話　 ■SNS　□スカイプ等無料通話サービス
・お薦めできる⽇本への通信⽅法はありますか。
なし。

治安状況（学外）

渡航先の治安は
　（□⽇本より良い 　□⽇本と変わらない 　■⽇本より悪い 　□⽇本よりかなり悪い）
・特に近づかない⽅がよいと感じた地区や場所はありましたか。
フランクフルト。半⽉に1回事件が起こるから。
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